






















発刊にあたり

このヒント集は、動物分野と福祉分野がつながり合うために、具体的な助けになるような内容を実践者たちが紹介しています。
専門の方ばかりではなく、一般の市民の皆さまにとっても、仕事や暮らしに活かすことができ、楽しく見ていただけるように、
心がけました。どうぞ手に取ってご覧ください。

発行  長野県上田保健福祉事務所　　共同発行者  チームTAG
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動物と福祉の連携で目指したいこと

本事例集の執筆者

福祉関係者が、相談者などの多頭飼育や動物の飼育への困難またはその可能性を察知したら、早めに市町村
の担当部署・保健所に相談してください。動物関係者が、動物の飼育の課題で関わったときに飼い主の暮ら
しや命にも課題を発見したら、早めに市町村の福祉部署に相談してください。そして、人と動物の両方の命
や幸せを目指すには、福祉部門と動物部門の専門機関が集まり検討して支援することが不可欠です。

実際の支援の事例を解決するために集まり、福祉と動物の専門機関が知恵を出し合い、
できることをお互いに協力し合って行うことが「連携」です。ある程度、その事例が落ち着く
まで情報を共有したり見守るところまでが「連携」です。そして、そこには福祉と動物だけでなく、
他の専門機関の協力も必要になるかもしれません。

どちらかに押し付け合うのではなく、お互いの「のりしろ」を少しだけ重ねることで、助かる
命や暮らしがあります。一つの機関だけが負担せず、皆で分かち合って対応をした先には、素
敵な信頼関係が生まれることでしょう。
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「最初は１匹だったんです」これは多頭飼育の相談の現場で、よく耳にする言葉です。最初から「たくさん飼おう」と思って始まっ
たケースは、実はほとんどありません。また「誰に、いつ、相談したらよいかわからなかった」という声も多くあります。
相談できない状況としては２つあるのではないでしょうか。ひとつは、飼育状況の悪化から、周囲に知られるのを恐れたり、
責められることを気にして、他人との接触を避ける心理的な状態に陥り「助けて」と言えない場合。ふたつめは、「相談窓口
の不明な場合」です。どこに相談したら良いかわからず事態が深刻化してから発覚するケースが後を絶ちません。
そして、その結果、相談が入った時には「近隣トラブルが起きたあと」「環境悪化が目に見えてから」「飼い主さん自身が限
界を迎えた段階」ということが少なくありません。
この「実践ヒント集」は「誰が悪いのか」を探すためのものではありません。

どうすれば、もっと早い段階で支援につなげられたのか。
支援者として住民として、どこに関わる余地があったのか。
この点を、猫の多頭飼育を中心に、この冊子を見る皆さんと一緒に考える時間にしたいと思い、全員で知恵を出し合ってきま
した。「ペット飼育問題」の対応に「正解、不正解」はありません。これからもたくさんの方に「相談」して、さらに一歩す
すめていきたいと思います。


